
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給湯栓に接続された主給湯路と、該主給湯路に設けられた第１水量センサと、前記主給
湯路を流れる水を加熱する加熱手段と、該加熱手段及び第１水量センサの下流側で主給湯
路から分流され、被給湯物に接続された副給湯路と、該副給湯路に設けられた第２水量セ
ンサと、該副給湯路を開閉する開閉弁とを備え

前記主給湯路の通水の有無を前記第１水量センサの
出力に基づき把握して、その通水が行われたとき該第１水量センサの出力により把握され
る前記主給湯路の通水量に応じて前記加熱手段を作動せしめると共に、前記被給湯物への
所定の給湯指示により前記開閉弁を開弁して前記被給湯物への給湯を開始し、さらに該被
給湯物への給湯に際して前記第２水量センサの出力に基づき前記副給湯路の通水量を監視
しつつ該被給湯物への給湯量を制御する給湯装置において、前記両水量センサの異常を検
出する方法であって、前記被給湯物への給湯の際に、前記第１水量センサの出力により把
握される前記主給湯路の通水量が、前記第２水量センサの出力により把握される前記副給
湯路の通水量よりも小さいとき、両水量センサのいずれか一方が異常であると判断するこ
とを特徴とする給湯装置における水量センサの異常検出方法。
【請求項２】
前記両水量センサのいずれか一方が異常であると判断したとき、少なくとも前記加熱手段
の作動を停止することを特徴とする請求項１記載の給湯装置における水量センサの異常検
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ると共に、該副給湯路は、前記被給湯物へ
の給湯の際の該副給湯路の通水量が、常に前記主給湯路の通水量以下の通水量となるよう
に前記主給湯路から分流されており、



出方法。
【請求項３】
前記両水量センサのいずれか一方が異常であると判断したとき、前記開閉弁を閉弁し、そ
の閉弁状態で、前記第２水量センサの出力により把握される通水量が“０”であるとき、
前記第１水量センサの異常であると判断し、且つ、該通水量が“０”でないとき、前記第
２水量センサの異常であると判断することを特徴とする請求項１又は２記載の給湯装置に
おける水量センサの異常検出方法。
【請求項４】
前記第１水量センサが異常であると判断したとき、その後に該第１水量センサの出力によ
り把握される前記主給湯路の通水の有無にかかわらず、前記加熱手段の作動を禁止するこ
とを特徴とする請求項３記載の給湯装置における水量センサの異常検出方法。
【請求項５】
前記被給湯物への非給湯時において、前記第２水量センサの出力により把握される通水量
が“０”でないとき、該第２水量センサの異常であると判断することを特徴とする請求項
１乃至４のいずれかに記載の給湯装置における水量センサの異常検出方法。
【請求項６】
前記第２水量センサが異常であると判断したとき、その後の前記所定の給湯指示にかかわ
らず、前記開閉弁の開弁を禁止することを特徴とする請求項３乃至５のいずれかに記載の
給湯装置における水量センサの異常検出方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、給湯装置に備えた水量センサの異常検出方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
給湯装置にあっては、例えば特開平５－１１３２４６号公報に本願出願人が開示している
ように、台所等の給湯栓に接続された主給湯路と、その主給湯路に設けられた第１水量セ
ンサと、主給湯路を流れる水を熱交換器を介して加熱する加熱手段と、該加熱手段及び第
１水量センサの下流側で主給湯路から分流され、被給湯物である浴槽に接続された副給湯
路と、該副給湯路に設けられた第２水量センサと、該副給湯路を開閉する電磁弁とを備え
、マイクロコンピュータ等を具備した制御装置により、主給湯路の通水の有無を第１水量
センサの出力に基づき把握して、その通水が行われたとき該第１水量センサの出力により
把握される主給湯路の通水量に応じて前記加熱手段を作動せしめると共に、リモコン等に
より使用者が与える浴槽への給湯指示により前記電磁弁を開弁して浴槽への給湯を開始し
、さらにその浴槽への給湯に際して第２水量センサの出力に基づき副給湯路の通水量を監
視しつつ該浴槽への給湯量を制御して、該浴槽に所定量の給湯（湯はり）を行うようにし
たものが知られている。
【０００３】
この種の給湯装置においては、例えば第１水量センサがなんらかの原因で故障すると、制
御装置が主給湯路の通水の有無を正しく把握することができなくなると共に、該主給湯路
の通水量も正しく把握することができなくなる。そして、このような状態では、主給湯路
の通水が実際には行われていないのに加熱手段が作動して所謂残火が生じたり、あるいは
、主給湯路の通水が行われていても、その実際の通水量の対応した加熱手段の作動が正し
く行われず、その通水が過剰に加熱される等の不都合を生じる。また、第２水量センサが
故障した場合には、第１水量センサが正常である限り、加熱手段の作動は正常に行われる
ものの、浴槽への給湯が正しく行われず、その給湯量が過剰あるいは過少となる等の不都
合を生じる。
【０００４】
このため、これらの第１及び第２水量センサが異常となっているか否かをなんらかの手段
により適宜検出することが望まれる。
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【０００５】
ところで、各水量センサの異常を検出するためには、例えば前記主給湯路や副給湯路の通
水が行われていない状態で、各水量センサについて、その出力を観測し、その出力により
把握される通水量が“０”でない場合に、該水量センサの異常であると判断することが考
えられる。
【０００６】
しかるに、このような異常検出手法では、特に前記第１水量センサの異常を検出する場合
に次のような不都合を生じる。
【０００７】
すなわち、上記のような手法で各水量センサの異常検出を行うためには、その前提として
、主給湯路や副給湯路の通水が行われている状態であるか否かを検知する必要がある。
【０００８】
この場合、副給湯路にあっては、制御装置は、浴槽への給湯指示により前記電磁弁を開弁
して該副給湯路の通水を開始するので、それにより副給湯路の通水の有無を認識すること
ができる。
【０００９】
ところが、主給湯路にあっては、その通水は、前記給湯栓を使用者が随意に開栓すること
によって行われると共に、制御装置は、第１水量センサの出力によって、主給湯路の通水
の有無を検知するので、該第１水量センサの異常が生じている場合には、主給湯路の通水
の有無を検知することができない。従って、例えば第１水量センサが故障して、その出力
により把握される通水量が主給湯路の実際の通水を停止しても“０”とならないような場
合には、制御装置は、主給湯路の通水が継続したままであると認識して、該第１水量セン
サの異常の有無の判断がいつまでたっても行われないこととなる。そして、この場合には
、加熱手段の作動も行われるため、前述の残火等の不都合が生じる。また、第１水量セン
サが故障して、その出力により把握される通水量が主給湯路の実際の通水を行っても“０
”となるような場合には、上記のような異常検出を行っても、制御装置は常に第１水量セ
ンサが正常であると誤判断をしてしまうこととなる。
【００１０】
このような不都合を解消するためには、例えば第１水量センサとは別に、主給湯路に水流
スイッチを設け、その水流スイッチの出力により主給湯路の通水の有無を検知するように
することが考えられるが、この場合には、該水流スイッチが新たに必要となって、部品点
数が増大すると共にコスト的にも不利なものとなる。
【００１１】
尚、制御装置の電源の投入時（停電後の復帰時を含む）においては、一般に主給湯路や湯
はり給湯路の通水は行われていないと考えられるので、その電源投入時に上記のような異
常検出手法で各水量センサの異常検出を行うようにしたものは従来から知られている。し
かしながら、このようなものでは、電源投入時に主給湯路の通水が行われていた場合（例
えば主給湯路に接続された給湯栓が開かれている場合）には、第１水量センサの異常検出
を正しく行うことはできない。また、電源の投入後においては、前述の理由により各水量
センサの異常検出は行われておらず、従って、給湯装置の稼働時（待機時も含む）に第１
水量センサ等の異常が生じた場合には、前述の残火等の不都合が生じる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はかかる背景に鑑み、給湯装置の主給湯路に設けた第１水量センサと、その下流側
で主給湯路から分流された副給湯路に設けた第２水量センサとの異常検出を新たな部品を
追加することなく、簡単な手法で頻繁に行うことができ、それに応じた的確な異常処理を
行うことができる給湯装置における水量センサの異常検出方法を提供することを目的とす
る。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
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　本発明はかかる目的を達成するために、給湯栓に接続された主給湯路と、該主給湯路に
設けられた第１水量センサと、前記主給湯路を流れる水を加熱する加熱手段と、該加熱手
段及び第１水量センサの下流側で主給湯路から分流され、被給湯物に接続された副給湯路
と、該副給湯路に設けられた第２水量センサと、該副給湯路を開閉する開閉弁とを備え

前記主給湯
路の通水の有無を前記第１水量センサの出力に基づき把握して、その通水が行われたとき
該第１水量センサの出力により把握される前記主給湯路の通水量に応じて前記加熱手段を
作動せしめると共に、前記被給湯物への所定の給湯指示により前記開閉弁を開弁して前記
被給湯物への給湯を開始し、さらに該被給湯物への給湯に際して前記第２水量センサの出
力に基づき前記副給湯路の通水量を監視しつつ該被給湯物への給湯量を制御する給湯装置
において、前記両水量センサの異常を検出する方法であって、前記被給湯物への給湯の際
に、前記第１水量センサの出力により把握される前記主給湯路の通水量が、前記第２水量
センサの出力により把握される前記副給湯路の通水量よりも小さいとき、両水量センサの
いずれか一方が異常であると判断することを特徴とするものである。
【００１４】
かかる本発明において、前記副給湯路は、前記主給湯路から分流されたものであるため、
前記被給湯物への給湯の際には、主給湯路の通水量は常に副給湯路の通水量以上の通水量
となる。そこで、前記被給湯物への給湯の際に、前記第１水量センサの出力により把握さ
れる前記主給湯路の通水量が、前記第２水量センサの出力により把握される前記副給湯路
の通水量よりも小さいときには、両水量センサのいずれかが異常を生じていると判断する
。
【００１５】
これにより、前記被給湯物への給湯の際には、随時、両水量センサのいずれかの異常の有
無を監視することができることとなり、その異常検出を新たな部品を追加することなく、
簡単な手法で頻繁に行うことができる。
【００１６】
かかる本発明において、両水量センサのいずれかが異常を生じていると判断したときには
、前記加熱手段の作動を停止することが好ましい。これによれば、例えば前記第１水量セ
ンサに異常が生じて、主給湯路の通水量を正しく検知することができず、加熱手段を適正
に作動させることができない状態で、被給湯物等に不適正な温度の給湯が行われるような
事態を回避することができる。
【００１７】
さらに、本発明は、前記被給湯物への給湯の際に、前記両水量センサのいずれか一方が異
常であると判断したとき、前記開閉弁を閉弁し、その閉弁状態で、前記第２水量センサの
出力により把握される通水量が“０”であるとき、前記第１水量センサの異常であると判
断し、且つ、該通水量が“０”でないとき、前記第２水量センサの異常であると判断する
ことを特徴とするものである。
【００１８】
すなわち、前記両水量センサのいずれかに異常が生じた状態で、前記副給湯路の開閉弁を
閉弁することで、該副給湯路の通水が停止する（被給湯物への給湯が停止する）。そして
、この状態では、前記第２水量センサの出力により把握される通水量が“０”であるとき
は、該第２水量センサは正常であるので、前記第１水量センサが異常であると判断できる
。また、第２水量センサの出力により把握される通水量が“０”でないときは、該第２水
量センサが異常であると判断できる。従って、両水量センサのいずれが異常であるかを判
断することができる。
【００１９】
この場合、さらに、前記第１水量センサが異常であると判断したときには、その後に該第
１水量センサの出力により把握される前記主給湯路の通水の有無にかかわらず、前記加熱
手段の作動を禁止することが好ましい。これによれば、第１水量センサに異常が生じて、
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る
と共に、該副給湯路は、前記被給湯物への給湯の際の該副給湯路の通水量が、常に前記主
給湯路の通水量以下の通水量となるように前記主給湯路から分流されており、



主給湯路の通水の有無を正しく検知することができない状態で、該主給湯路の通水が行わ
れていないにもかかわらず、加熱手段が作動して、所謂残火が生じるような事態を回避す
ることができる。
【００２０】
また、かかる本発明においては、前記被給湯物への非給湯時において、前記第２水量セン
サの出力により把握される通水量が“０”でないとき、該第２水量センサの異常であると
判断することを特徴とするものである。これによれば、被給湯物への給湯時には、前述の
ように各水量センサの異常検出が行われる一方、被給湯物への非給湯時においては、第２
水量センサの異常検出が行われるので、該第２水量センサの異常検出を、被給湯物への給
湯時及び非給湯時のいずれの状態でも随時行うことができる。
【００２１】
さらに、本発明において、被給湯物への給湯時あるいは被給湯時に前記第２水量センサが
異常であると判断したときには、その後の前記所定の給湯指示にかかわらず、前記開閉弁
の開弁を禁止することが好ましい。これによれば、該第２水量センサに異常が生じて、被
給湯物への給湯量（副給湯路の通水量）を正しく検出することができない状態で、被給湯
物に過剰あるいは過少な給湯が行われる事態を回避することができる。
【００２２】
このように本発明によれば、各水量センサの異常検出を新たな部品を追加することなく、
簡単な手法で頻繁に行うことができ、それに応じた的確な異常処理を行うことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施形態を図１及び図２を参照して説明する。図１は本実施形態の水量センサ
の異常検出方法を適用した給湯装置のシステム構成図、図２は図１の給湯装置の要部の作
動を説明するためのフローチャートである。
【００２４】
図１を参照して、１は主給湯路、２は被給湯物である浴槽Ａに湯はりを行うための副給湯
路である。
【００２５】
主給湯路１は、その上流側が図示しない上水道管に接続され、下流端部は、台所や洗面所
等の給湯栓３に接続されている。この主給湯路１の途中箇所には、給湯用熱交換器４を具
備した加熱装置５（加熱手段）が設けられており、該加熱装置５の作動により、主給湯路
１を流れる水が給湯用熱交換器４を介して加熱されるようになっている。この場合、加熱
装置５は、例えば図示しないガスバーナにより給湯用熱交換器４を加熱する。
【００２６】
また、主給湯路１の給湯用熱交換器４の上流側には、主給湯路１を流れる水の通水量（単
位時間当たりの流量）及びその通水の有無を検出するための第１水量センサ６と給湯用熱
交換器４に流入する水の温度を検出する入水温センサ７とが設けられ、給湯用熱交換器４
の下流側には、給湯量を調整するための湯量サーボ８と給湯用熱交換器４から流出した湯
の温度を検出する出湯温センサ９とが設けられている。尚、１０は主給湯路１の給湯用熱
交換器４の上流側部分と給湯用熱交換器４の下流側部分とを接続するバイパス路１１に設
けられたバイパス電磁弁である。
【００２７】
副給湯路２は、出湯温センサ９の箇所で主給湯路１から分流され、開閉弁である電磁弁１
２、副給湯路２を流れる水の通水量（単位時間当たりの流量）を検出するための第２水量
センサ１３、ホッパー１４、逆止弁１５、三方弁１６、及び浴槽Ａ内の湯を循環させるた
めの循環路１７を順に介して浴槽Ａに接続されている。
【００２８】
循環路１７は、三方弁１６からそれぞれ導出された往路１７ａ及び復路１７ｂにより構成
され、それらの往路１７ａ及び復路１７ｂは、浴槽Ａの下部の側壁部に形成された給湯口
１８に循環金具１９を介して接続されている。そして、往路１７ａには、循環ポンプ２０
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と、循環路１７の通水の有無を検出する水流スイッチ２１と、浴槽Ａの湯温を検出する浴
槽用湯温サーミスタ２２とが設けられ、さらに、浴槽用湯温センサ２２と浴槽Ａの間の箇
所には、浴槽用熱交換器２３を具備した加熱装置２４が設けられている。また、復路１７
ｂには、浴槽Ａ内の水位を検出するための水位センサ２５が設けられている。
【００２９】
尚、加熱装置２４は、前記加熱装置５と同様に図示しないガスバーナにより浴槽用熱交換
器２３を加熱するようにしており、例えば浴槽Ａ内の湯の沸き上げを行う際に、循環ポン
プ２０により循環路１７を介して循環する浴槽Ａ内の湯を浴槽用熱交換器２３を介して加
熱する。また、前記水位センサ２５は、浴槽Ａ内の水位をその水位に応じた静水圧として
検出する圧力センサにより構成されるものである。
【００３０】
また、図１において、２６は給湯装置の作動制御を行う制御装置、２７は各種運転メニュ
ー等を使用者が制御装置２６に対して設定指示するための操作器、２８は主給湯路１にお
ける設定出湯温やエラー情報等、給湯装置の各種運転情報を使用者に報知するための表示
器である。
【００３１】
制御装置２６は、ＣＰＵ２９、ＲＡＭ３０、ＲＯＭ３１を含むマイクロコンピュータを用
いて構成されたものであり、前記第１水量センサ６、入水温センサ７、出湯温センサ９、
第２水量センサ１３、水流スイッチ２１、浴槽用湯温センサ２２及び水位センサ２５の出
力、並びに操作器２７による設定指示データ等を入力データとして、ＲＯＭ３１に格納さ
れたプログラム等に従って、加熱装置５、湯量サーボ８、バイパス電磁弁１０、電磁弁１
２、循環ポンプ２０、加熱装置２４、表示器２８等の作動を制御すると共に、各種演算処
理や後述する水量センサ６，１３の異常検出判断等を行う。
【００３２】
また操作器２７においては、それに設けた図示しないスイッチを操作することで、“自動
湯はり運転”、“自動足し湯運転”、“自動沸き上げ運転”等、給湯装置の各種運転メニ
ューを制御装置２６に対して設定指示可能とすると共に、主給湯路１における設定出湯温
や、浴槽Ａの設定水位、浴槽Ａの設定湯温等を制御装置２６に入力可能としている。
【００３３】
また、表示器２８においては、制御装置２６の制御により、主給湯路１における設定出湯
温や浴槽Ａの設定水位、浴槽Ａの設定湯温、あるいは各種エラー情報を表示可能としてい
る。
【００３４】
次に、本実施形態の給湯装置の作動を説明する。
【００３５】
まず、この給湯装置の基本的な作動を説明する。
【００３６】
例えば使用者が主給湯路１が接続された給湯栓３を開栓し、主給湯路１における通水を開
始すると、その通水が行われた旨が、第１水量センサ６の出力に基づき制御装置２６によ
り認識される。
【００３７】
この時、制御装置２６は、加熱装置５を始動して、主給湯路１を給湯栓３に向かって流れ
る水を加熱する。そして、この加熱に際しては、制御装置２６は、第１水量センサ６、入
水温センサ７、出湯温センサ９からそれぞれ得られる主給湯路１の通水量、入水温、出湯
温の検出データに基づき、出湯温が操作器２７により設定された設定出湯温に一致するよ
うに加熱装置５の加熱量を制御する。これにより給湯栓３に設定出湯温での給湯がなされ
る。
【００３８】
また、例えば使用者が操作器２７により、“自動湯はり運転”を設定指示すると、制御装
置２６は、その設定指示に基づき、副給湯路２の電磁弁１２を開弁せしめて、主給湯路１
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から副給湯路８への通水を開始し、さらに、給湯栓３への給湯の場合と同様に加熱装置５
を作動させ、主給湯路１から副給湯路８に流れる水を主給湯路２において前記設定出湯温
となるように該加熱装置５により加熱せしめる。この時、加熱装置５により加熱されて副
給湯路８を流れる湯は、前記循環路１７の往路１７ａ及び復路１７ｂの両者を介して（所
謂、両搬送で）浴槽Ａに給湯される。この場合、制御装置２６は、基本的には、電磁弁１
２を適宜閉弁して、水位センサ２５の出力により浴槽Ａ内の水位を監視しつつ、その水位
を操作器２７により設定された設定水位とするために必要な湯量を段階的に算出する。そ
して、第２水量センサ１３の出力により把握される浴槽Ａへの給湯量の積算量が求めた必
要湯量となるように電磁弁１２を適宜開閉して、浴槽Ａへの給湯を行わしめ、これにより
浴槽Ａに設定水位までの湯はりが行われる。尚、このような湯はりの詳細は、特開平５－
１１３２４５号公報や特開平５－１１３２４６号公報に本願出願人が開示しているので、
ここでは詳細な説明を省略する。また、上記のような浴槽Ａへの給湯は、浴槽Ａへの足し
湯を行う場合も同様に行われる。
【００３９】
また、例えば使用者が操作器２７により“自動沸き上げ運転”を設定指示すると、制御装
置２６は、その設定指示に基づき、電磁弁１３を閉弁した状態で、循環ポンプ２０を作動
させると共に、加熱装置２４を作動させ、浴槽Ａ内の湯を循環路１７で循環させつつ加熱
装置２４により加熱せしめる。この場合、制御装置２６は、浴槽用湯温センサ２２により
得られる浴槽Ａ内の湯温が、操作器２７により設定された設定湯温となるように加熱装置
２４の加熱量を制御する。
【００４０】
一方、制御装置２６は、上記のような給湯装置の作動時、あるいは、給湯栓３や浴槽Ａへ
の給湯が行われていない待機状態において、図２に示すように、水量センサ６，１３の異
常検出処理等を行う。
【００４１】
すなわち、まず、ＳＴＥＰ１において、浴槽Ａへの湯はり（給湯）が行われているか否か
を判断し、浴槽Ａへの湯はりを行なっていない状態（制御装置２６が電磁弁１２が閉弁せ
しめている状態。例えば待機状態、給湯栓３のみへの給湯時、自動沸き上げ運転時等）で
は、第２水量センサ１３の出力により把握される副給湯路２の通水量が“０”であるか否
かを判断する（ＳＴＥＰ２）。このとき、副給湯路２の通水は行われていないので、該第
２水量センサ１３が正常であれば、その出力により把握される通水量は“０”となり、こ
の場合には（ＳＴＥＰ２でＹＥＳ）、制御装置２６は特別な処理を行うことなくＳＴＥＰ
１に戻る。
【００４２】
一方、ＳＴＥＰ２において、第２水量センサ１３の出力により把握される通水量が“０”
でない場合には、制御装置２６は、第２水量センサ１３の異常が生じていると判断する（
ＳＴＥＰ３）。そして、この場合には、制御装置２６が、表示器２８を制御して、第２水
量センサ１３の異常が生じている旨のエラー表示（報知）を行わしめると共に、以後の電
磁弁１２の開弁を禁止する（ＳＴＥＰ４）。
【００４３】
これにより、水量センサ１３に異常が生じて、湯はり用給湯途２の通水量が正しく検出す
ることができない状態となると、以後は例えば使用者が操作器２７により“自動湯はり運
転”を設定指示しても、浴槽Ａへの給湯は行われず、浴槽Ａに過剰あるいは過少な給湯が
行われるような事態を排除することができる。そして、このとき、使用者等は、表示器２
８のエラー表示により、水量センサ１３の異常が生じている旨を認識することができるの
で、修理の依頼や水量センサ１３の交換等適切な処置を施すことができる。
【００４４】
次に、前記ＳＴＥＰ１において、浴槽Ａへの湯はりが行われている場合（例えば自動湯は
り運転時に電磁弁１２を開弁している場合）には、制御装置２６は、第２水量センサ１３
の出力により把握される副給湯路２の通水量が、第１水量センサ６の出力により把握され
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る主給湯路１の通水量以下であるか否かを判断する（ＳＴＥＰ５）。この場合、副給湯路
２は、主給湯路１から分流したものであるので、副給湯路２の実際の通水量は、常に主給
湯路１の実際の通水量以下となっており、従って、両水量センサ６，１３が共に正常であ
れば、ＳＴＥＰ５の判断条件が成立する（ＳＴＥＰ５でＹＥＳ）。そして、この場合には
制御装置２６は特別な処理を行うことなくＳＴＥＰ１に戻る。
【００４５】
一方、ＳＴＥＰ５において、第２水量センサ１３の出力により把握される副給湯路２の通
水量が、第１水量センサ６の出力により把握される主給湯路１の通水量よりも大きい場合
には、制御装置２６は、水量ンサ６，１３のいずれかの異常が生じていると判断し（ＳＴ
ＥＰ６）、さらに、電磁弁１２を閉弁して浴槽Ａへの給湯を停止せしめると共に、加熱装
置５の作動を停止せしめる（ＳＴＥＰ７）。これにより、第２水量センサ１３の異常が生
じて浴槽Ａに適正量の給湯を行うことができない状態、あるいは第１水量センサ６に異常
が生じて主給湯路１の実際の通水量に応じた適正な水の加熱を行うことができない状態で
、浴槽Ａへの給湯が継続してしまうような事態を直ちに排除することができる。
【００４６】
次いで、制御装置２６は、第２水量センサ１３の出力により把握される副給湯路２の通水
量が“０”であるか否かを判断する（ＳＴＥＰ８）。この場合、ＳＴＥＰ７において電磁
弁１２は閉弁されているので、副給湯路２の通水は行われておらず、このため、第２水量
センサ１３が正常であれば、ＳＴＥＰ８の判断条件が成立する（ＳＴＥＰ８においてＹＥ
Ｓ）。そして、この場合には、水量センサ６，１３のうち、水量センサ１３が正常である
ので、制御装置２６は、水量センサ６が異常であると判断し（ＳＴＥＰ９）、さらに、以
後の加熱装置５の作動や、電磁弁１２の開弁を禁止すると共に、水量センサ６の異常が生
じている旨のエラー表示を表示器２８に行わしめる（ＳＴＥＰ１０）。
【００４７】
これにより、第１水量センサ６の異常が生じて、給湯栓３の開閉による主給湯路１の通水
の有無や、主給湯路１の通水量を正しく検出することができない状態で、主給湯路１の実
際の通水がないにもかかわらず制御装置２６が加熱装置５を作動させて主給湯路１の水を
加熱し、残火が生じてしまうような事態や、あるいは、主給湯路１の実際の通水があって
も、加熱装置５による適正な加熱が行われずに異常温度の水や湯が給湯栓３や浴槽Ａに供
給されてしまうような事態を排除することができる。また、使用者等は、表示器２８のエ
ラー表示により、水量センサ６の異常が生じている旨を認識することができるので、修理
の依頼や水量センサ１３の交換等適切な処置を施すことができる。
【００４８】
また、ＳＴＥＰ８において、第２水量センサ１３の出力により把握される副給湯路２の通
水量が“０”でない場合には、制御装置２６は、第２水量センサ１３の異常が生じている
と判断し（ＳＴＥＰ１１）、さらに、前記ＳＴＥＰ４と同様に第２水量センサ１３の異常
が生じている旨のエラー表示を表示器２８に行わしめると共に、以後の電磁弁１２の開弁
を禁止する（ＳＴＥＰ１２）。
【００４９】
これにより、水量センサ１３に異常が生じて、湯はり用給湯途２の通水量が正しく検出す
ることができない状態となると、以後は使用者が操作器２７により“自動湯はり運転”等
を設定指示しても、浴槽Ａへの給湯は行われず、浴槽Ａに過剰あるいは過少な給湯が行わ
れるような事態を排除することができる。そして、このとき、使用者等は、表示器２８の
エラー表示により、水量センサ１３の異常が生じている旨を認識することができるので、
修理の依頼や水量センサ１３の交換等適切な処置を施すことができる。
【００５０】
このように、本実施形態の給湯装置によれば、浴槽Ａへの湯はりの際には、水量センサ６
，１３の両者の異常検出を逐次行うことができると共に、湯はりを行っていないときでも
、第２水量センサ１３については、その異常検出を逐次行われ、それらの水量センサ６，
１３の異常が生じた場合には、迅速に適切な処理を施して給湯栓３や浴槽Ａに不適正な給
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湯が行われたり、加熱装置５における残火が生じるような事態を的確に回避することがで
きる。また、水量センサ６，１３の異常検出のために新たな部品を追加することなく、給
湯装置の所定の作動状態での水量センサ６，１３の出力のみによりそれらの水量センサ６
，１３の異常検出を簡単に行うことができる。
【００５１】
尚、例えば第２水量センサ１３のみの異常が検出された場合に、第１水量センサ６の異常
の場合と同様に、加熱装置５の作動及び電磁弁１２の開弁を禁止するようにしてもよいが
、電磁弁１２の開弁のみを禁止するようにし、給湯栓３の開栓による主給湯路１の通水が
行われた場合には（これは、第１水量センサ６により正しく検知される）、加熱装置５の
通常的な作動を行って、給湯栓３への給湯を行うようにしてもよい。
【００５２】
また、いずれかの水量センサ６，１３の異常が検出された場合に、給湯装置の全体の作動
を禁止するようにしてもよいが、例えば“自動沸き上げ運転”が設定指示された場合には
、循環ポンプ２０や加熱装置２４を作動させて、浴槽Ａ内の湯の沸き上げを行うようにし
てもよい。
【００５３】
また、本実施形態では、浴槽Ａに湯はりを行うものについて説明したが、浴槽Ａに限らず
、適宜の被給湯物に給湯を行う場合にも本発明を適用することができることはもちろんで
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を適用した給湯装置のシステム構成図。
【図２】図１の給湯装置の要部の作動を説明するためのフローチャート。
【符号の説明】
１…主給湯路、２…副給湯路、３…給湯栓、５…加熱装置（加熱手段）、６…第１水量セ
ンサ、１２…電磁弁（開閉弁）、１３…第２水量センサ。
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